
令和８年１０月２７日（火）、ウインクあいちにおいて、愛知県地域福祉課の「令和８年度戦没者遺族相談員研修

会」が行われました。

渡邊所長が「水害から大切な命を守るためにＡＩ・ＶＲでリアルな自然災害を体験 〜防災意識を高めよう〜」を

テーマに講演し、愛知県の水害として伊勢湾台風や９.１２豪雨、東海豪雨を紹介しするとともに、令和８年９月名古

屋市の大雨など最近の水害や避難について説明しました。

この研修会には愛知県内の戦没者遺族相談員の方４０名が参加され、講演後には浸水ＶＲ体験や伊勢湾台風ＡＩ語り

部との対話体験、浸水時のドアにかかる水圧体験などを行い、ＡＩ語り部にはお住まいの地域の被害を質問されていま

した。

今後も多様な機関と連携し、大雨から大切な命を守るための取組を進めてまいります。
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